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２. 蛍光分析法（fluorometry）

[１] 光の吸収と蛍光

図１. エネルギー準位

図２. アントラセンの吸収と蛍光スペクトル

[２] 測定装置

図３. 蛍光分光光度計の主要部分
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［問１］蛍光分光光度計で，励起光が通過する方向と，蛍光強度を測定する方向は９０度の関係になっている。

（ａ）もし，０度（同じ方向）とした場合に生じる不都合な点を記せ。

（ｂ）もし，１２０度とした場合に生じる不都合な点を記せ。

[３] 光源

水銀ランプ，キセノンランプ

[４] 蛍光強度

Ｉ＝ｋｃＩo

[５] 定量

検量線

図４. 検量線



24 ２．蛍光分析法

表１. 元素の定量

測定波長 感 度
元素 試 薬 溶 媒

［ｎｍ］ ［μｇ／ｍＬ］

Ａｌ オキシン ４５０～６１０ ０.１ クロロホルム

ポンタクロムブルーブラックＲ ５４０～７００ ０.０１ 水

モーリン ５２５～５７０ ０.００５

サリシルデン-ｏ-アミノフェノール 緑 ０.００３

Ｂ ベンゾイン ４４０～６３０ ０.０４ 水＋エタノール

Ｂｅ モーリン ５１０～６１５ ０.００４ 水

２-メチルオキシン ４３０～６００ ０.００１ クロロホルム

２-ヒドロキシ-３-ナフトエ酸 ０.０００２

Ｃａ カルセイン ０.１ 水

Ｇａ ローダミンＢ ０.００５ ベンゼン

２,２',４'-トリヒドロキシ-５-

クロロ-１,１'-アゾベンゼン-３- ０.００１ ペンタノール

スルホン酸

Ｉｎ ２-メチルオキシン ４８０～６００ クロロホルム

Ｍｇ ビス-サリシルデンエチレンジアミン ４４０ ０.００２

Ｓｅ ３,３'-ジアミノベンジジン ４２０～５８０ ０.１

２,３-ジアミノナフタレン ５２０ ０.１ シクロヘキサン

Ｓｎ フラボノール ４７０ ０.０２ 水＋ＤＭＦ

Ｕ フッ化ナトリウム(固体) ５６０ ０.０００１ 固相

Ｚｒ ケルセチン

[６] 参考図書

(１)田中 誠之，飯田 芳男「機器分析」裳華房，１９７９，ｐ４９
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[７] 総合問題

［問２］* 分子は内部エネルギーとして，電子エネルギー，振動エネルギー，回転エネルギーを有する。これ

らのうち，紫外・可視領域に対応するエネルギーを持つ電磁波の吸収・発光現象を 測定する分析法には，

吸光光度分析法，蛍光分析法およびりん光分析法がある。これらの分析法に関する以下の問に答えよ。

（１）分子のエネルギー準位と遷移過程の関係を，一重項及び三重項からなる簡単なエネルギーモデルを用い

て説明せよ。

（２）励起された電子が基底状態に戻るまでの時間を「寿命」と呼ぶが，蛍光寿命とりん光寿命のそれぞれの

寿命はおおよそどの程度か。また，原子スペクトルの場合の励起寿命はおおよそどの程度か。

（３）吸収スペクトルおよび蛍光スペクトルの間には，エネルギー準位間遷移に基づく特徴的な関係がある。

下記のような吸収スペクトルを示す蛍光体の蛍光スペクトルの概略を図示せよ。

また，その理由を簡潔に述べよ。

（４）吸光光度法の分析原理となるランベルト・ベールの法則を説明せよ。

（５）吸光光度法では定量する物質を紫外・可視光に対して吸収を持つ呈色化合物に変換することが多い。こ

の変換反応を発色反応と呼び，反応に用いられる試薬を発色試薬と呼ぶ。発色試薬として必要な条件を５

つ挙げよ。
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